












A Study on Changes of the Maxillary Sinus Volume in Japanese 





















 解剖実習に供されたご遺体 95 症例のうち、手術既往が無く鼻腔・副鼻腔の粘
膜肥厚が存在しない、77 症例について検索対象とした。容積計測は OSILIX プロ
グラム３D リージョングローイング機能を用いた。 
 各副鼻腔容積の平均は上顎洞 15.5±6.7 ㎤，蝶形骨洞 9.6±5.6 ㎤，前頭洞
7.1±5.7 ㎤，総含気量 113.3±30.4 ㎤であった。洞容積で男女差がみられた
のは蝶形骨洞、前頭洞、で、上顎洞では有意な差はみられなかった。上顎洞容
積と蝶形骨洞容積の大きさには中程度の正相関がみられ、無歯顎群では相関が
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【緒  言】  
上顎洞は歯科･耳鼻科の両領域にまたがることから、副鼻腔の中




た研究が多く散見される 6－ 8 )。  
上顎洞は副鼻腔の中で最も早く、胎生 10 週齢で出現し 9 ,1 0)、第
三大臼歯の萌出が完了するまで上顎洞の容積拡大（含気化）が続
く 11 - 13  )。含気化プロセスは上顎洞の内側皮質骨壁下方の類骨層の
破骨細胞性骨吸収により起こるとされている 1 4）。  






























少なく 2 1- 2 3）、加齢による容積変化については未だ定説がないのが
現状である。  
保志 2 4）(1998)は過去 90 年に渡る統計調査から日本人の体格が時
代によって異なる時代差について指摘している。日本人の身長は第
















  対象は、神奈川歯科大学に 2012 年～ 2014 年に献体された 95 解
剖体を用いた。撮影装置はマルチスライスＸ線装置（ Asteion Super 





対象としたため、最終的に 77 体（平均年齢 82．6±10 歳）を研究
対象とした。内訳は男性 33 名（平均年齢 79.3±8.3 歳）、女性 44
名（平均年齢 85.1±11.7 歳）となった。すべての計測は 2 名の解剖
教育者（歯科医師）と共に行った。本研究の実施にあたり神奈川歯









DICOM データを用いた計測および解析は画像解析ソフト OSIRIX 
(ver6.0.2.Pixmeo SARL,Genova, Swiss)の３ D リージョングローイ
ング機能を使用した。ＣＴ上で副鼻腔が認められる画像の面積を計






値は 0.0012 ㎤であった。95％信頼区間は－ 0.0504～ 0.025 の範囲と
なった。蝶形骨洞の前頭断、水平断における計測値の差の平均値は
0.025 ㎤であった。95％信頼区間は－ 0.0168～ 0.0671 の範囲となっ
た。前頭洞の前頭断と水平断における容積の差の平均値は 0.04 ㎤









３．残存歯数の計測と残存状態の分類   




 生前の身長を推計する方法として安藤法（ 1923）、藤井法（ 1960）、
吉野法（ 1986）などが知られているが 2 5）、いずれも長管骨の長さ




骨（ F）を身体の大きさ (体格 )を表す骨として選択し（ N＝ 77）、上
顎洞容積（ M）、前頭洞容積（ Fro）、蝶形骨洞容積（ Sphe）、および
総含気（ Para）の体格の大きさを配慮した M/F 指数、 Fro/ F 指数、













検定には非対応の t 検定を行った。全ての有意判定は危険率 5％未
満で行った。  
 
【結  果】  
１．各副鼻腔の容積と男女差   
上顎洞容積の平均値は上顎洞 15.5±6.7 ㎤（平均値±標準偏差、以
下同じ）で、男性 16.5±6.9 ㎤（Max26.4 ㎤ ,Min2.7 ㎤  ）、女性
14.5±6.6 ㎤（Max27.8 ㎤ , Min3.3 ㎤）であった。蝶形骨洞容積の
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平均値は 9.6±5.6 ㎤で、男性 10.2±4.4 ㎤（Max22.1 ㎤ ,Min1.1 ㎤）、
女性 8.7±5.9 ㎤（Max22.4 ㎤ ,Min1.0 ㎤）であった。前頭洞容積
の平均値は 7.1±5.7 ㎤で、男性 8.9±6.3 ㎤（Max30.1 ㎤ ,Min1.3 ㎤）、
女性 5.2±3.1 ㎤（Max13.5 ㎤ ,Min0.4 ㎤）であった。総含気量の
平 均 値 は 113.3±30.4 ㎤ で 、 男 性 124.5±29.0 ㎤ （ Max183.7






残存歯数の平均は 9.7±9.5 本（最多 29 本，最少０本）であっ
た。  
世代ごとの残存歯数は、50 歳代（ N＝１）は 28 本であった。60
歳代（ N＝７）は 14.1±6.2 本、 70 歳代（ N＝ 18）は 14.7±4.本、
80 歳代（ N＝ 34）は 8.7± 4.1 本、 90 歳代（ N＝ 11）は 4.7±2.3






  計測した大腿骨長の平均値は 37.4±2.7 ㎝で、男性は 39.1±2.4
㎝（ Max45.3 ㎝ ,Min34.8 ㎝）、女性は 36.1±2.04 ㎝（ Max41.1
㎝ ,Min32.9 ㎝）であった。男女の平均値に有意な差がみられた。  
 
２）上顎洞容積の大腿骨長に対する指数（ M/F 指数）  




３）総含気量の大腿骨長に対する指数（ Para/F 指数）  
   総含気量の大腿骨長に対する指数（ Para/F 指数）は平均 2.97
で、男性は平均 3.1（ Max4.47,Min1.82）、女性は平均 2.8 
（ Max4.02,Min1.5）であった。男女間に有意な差がみられた。  
 
４）蝶形骨洞の大腿骨長に対する指数 (Sphe/F 指数 ) 
   蝶形骨洞の大腿骨長に対する指数 (Sphe/F 指数 )は平均 0.25 で、 
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男 性 は 平 均 0.26 （ Max0.54,Min0.03 ）、 女 性 は 平 均 0.25
（ Max0.64,Min0.04）であった。男女間において有意な差はみられ  
なかった。  
 
５）前頭洞容積の大腿骨長に対する指数（ Fro/F 指数）  
  前頭洞容積の大腿骨長に対する指数（ Fro/F 指数）は平均 0.18
であった。男性は平均 0.23（ Max0.73,Min0.03）、女性は平均 0.15
（ Max0.39,Min0.02）であった。男女間に有意な差がみられた。  
 
４．世代ごとの上顎洞容積と M/F 指数  
各年代別上顎洞の容積は 50 歳代（ N＝１）では 20.49 ㎤であった。
M/F 指数は 0.55 であった。 60 歳代（ N＝ 7）では 15.9±5 ㎤であっ
た。M/F 指数は 0.40 であった。70 歳代（ N＝ 18）では 16.5±6.2 ㎤、
M/F 指数は 0.43 であった。80 歳代（ N＝ 34）では 16.6±7.0 ㎤、M/F
指数は 0.44 であった。 90 歳代（ N＝ 11）では 13.2±6.0 ㎤、M/F 指
数は 0.4 であった。100 歳以上（ N＝６）では 9.6±5.9 ㎤であった。
M/F 指数は 0.3 であった。上顎洞容積、M/F 指数ともに 80 歳代から





 （図３）  
 
５．歯の喪失状態と上顎洞容積との関係     
１）上顎臼歯における比較  
   上顎片側の臼歯部に３本以上歯が残存するものを臼歯残存群、
上顎片側の臼歯部に歯が残存しないものを臼歯欠損群と定義し、
上顎洞容積及び M/F 指数を比較した。臼歯残存群（ N=４１）の容
積は 18.4±5.5 ㎤であり、臼歯欠損群（ N=８９）の容積は 14.4±
6.8 ㎤であった。両群の容積には有意差がみられた。また、 M/F
指数は臼歯残存群で 0.5、臼歯欠損群で 0.4 となり有意差がみら
れた。両群の平均年齢は臼歯残存群で 78.3±9.2 歳、臼歯欠損群
で 85.3±10 歳であり、両群の平均年齢に有意な差がみられた。  
 （図４）  
 
２）歯の欠損状態と上顎洞容積の左右差の比較  




残存歯が多い側の平均残存歯数は 4.3±2.2 本で、容積は 18.1±
6.0 ㎤であった。残存歯が少ない側の平均残存歯数は 2.2±2.0 本
で、容積は 16.1±6.1 ㎤であった。 M/F 指数は残存歯が多い側が




6．  副鼻腔容積の相関性について   
  上顎洞と蝶形骨洞の容積には中程度の正相関がみられた（ R＝
0.45）。上顎洞と前頭洞の容積に低い正相関がみられた（ R＝ 0.19）。
蝶形骨洞と前頭洞の容積に低い正相関（ R＝ 0.37）がみられた。総
含気量と大腿骨長には比較的高い正相関がみられた（ R＝ 0.68）。  
 
【考  察】  
１．上顎洞容積及び M/F 指数の加齢による変化  












神田 3 2） (1992)はＣＴ画像を使用した上顎洞容積の計測により男
性の容積を 17.77 ㎤、女性を 15.73 ㎤とし、男性の容積は女性に比
べ有意に大きいとした。森口 3 3）（ 1989）は頭部疾患の診断目的で
行われた平均年齢 42 歳、 72 例のＣＴ検査から上顎洞の容積を男性
17.8 ㎤、女性 15.0 ㎤とし有意差を認めた。 Kim34）（ 2010）らはＣ
Ｔ 3 次元構築画像を使用した上顎洞容積の計測により男性の容積は
女性に比べ有意に大きいとした。 Ariji30） (1994)は平均年齢 46.8








ことと想定し、計測対象を 60 歳から 70 歳に限定して上顎洞容積を
計測し、男女差を比較した（男性 13 名、女性 13 名）。その結果、
60 歳代から 70 歳代の群間では、上顎洞の容積の平均値は男性 18.42








池田 3 5, 36） (1996，1997)は鼻腔･副鼻腔に炎症所見がみとめられな
かった 102 症例を対象に、上顎洞、前頭洞、蝶形骨洞の容積をスラ
イス厚 5mm にて計測し、上顎洞と蝶形骨洞間で中程度の正相関があ
るとした（ R=0.44）。倉林 3 7） (2008)らはヒト乾燥頭蓋骨においてス
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３．上顎洞容積と残存歯数の関係について    
歯の喪失と上顎洞容積の関連について先行研究では歯の喪失に
































【結  論】  
 全身ＣＴ撮影した献体 77 症例の各副鼻腔（上顎洞、蝶形骨洞、
前頭洞）、鼻腔底より上方の含気腔容積、残存歯数、大腿骨長を計
測し、以下の結果を得た。  
１．各副鼻腔容積の平均は上顎洞 15.5±6.7 ㎤ ,蝶形骨洞 9.6±5.6 ㎤，前頭 
     洞 7.1±5.7 ㎤，総含気量 113.3±30.4 ㎤であった。洞容積で男女差が 
  みられたのは蝶形骨洞、前頭洞で、上顎洞では有意な差はみられなかった。 
２．上顎洞容積と蝶形骨洞容積の大きさには中程度の正相関がみられ、無歯顎 
     群では相関が低くなった。 
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３．上顎洞容積および M/F 指数は 80 歳以降、減少する傾向が観察されたが各 
     世代の平均値には有意な差はみられなかった。 
４．上顎臼歯が欠損している群の上顎洞容積と、上顎臼歯が残存し  
   ている群の上顎洞容積を比較すると、臼歯欠損群では非欠損群  
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男性 女性 合計 
59歳以下 0 1 1 
60歳代 5 2 7 
70歳代 7 11 18 
80歳代 20 14 34 
90歳代 1 10 11 
100歳以上 0 6 6 
合計（人） 33 44 77 
 
                    （N＝77） 
 
計測対象となったのは男性 33 名（平均年齢 79.3±8.3 歳）、女性 42 名（平均年
























男性（N＝３３） 女性（N=４４） 全体（N＝７７） 
上顎洞 16.5（±6.9） 14.5±（6.6） 16.5（±6.9） 
  Max 26.4, Min2.7  Max27.8 , Min3.3    
蝶形骨洞 10.2（±4.4）＊ 8.7（±5.9） 9.6（±5.6） 
  Max22.1 ,Min1.1  Max22.4 ,Min1.0    
前頭洞 8.9（±6.3）＊ 5.2（±3.1） 7.1（±5.7） 
  Max30.1 ,Min1.3  Max13.5 ,Min0.4    
総含気 124.5（±29.0）＊ 101.6（±21.0） 113.3（±30.4） 
 
































































        ５９歳以下 ６０歳代 ７０歳代     ８０歳代   ９０歳代   １００歳代 






























N=89                           N=41 
片側臼歯 群 片側臼歯 群 
